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原
田
全
管
連

理

事
ら
晴
れ
の
勲
章
授
与

原
田
全
管
連

理

事
ら
晴
れ
の
勲
章
授
与

国
交
省

伝
達
式
業
界
の
振
興
・
発
展
に
貢
献

キ
ャ
リ
ア
育
成
プ
ラ
ン
を
作
成

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
で
就
業
履
歴
蓄
積

国
土
交
通
省
は
１１
月
１２

日
、
東
京
・
港
区
芝
公
園
の

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
令

和
７
年
秋
の
叙
勲
伝
達
式
を

行
っ
た
。
業
界
の
振
興
・
発

展
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
受
章
者
に
晴
れ
の
勲
章
が

授
与
さ
れ
、
終
了
後
は
皇
居

で
天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
た
。

本
紙
関
係
で
は
原
田
恵
三

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
理
事
・
ハ
ラ
ダ
工
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長
（
旭
日
双

光
章
）
、
菊
井
雄
二
元
一
般

社
団
法
人
香
川
県
管
工
事
業

協
会
会
長
・
元
三
喜
工
事
㈱

社
長
（
旭
日
双
光
章
）
、
井

上
俊
之
元
国
土
交
通
省
住
宅

局
長
（
瑞
宝
中
綬
章
）
、
藤

木
修
元
国
土
技
術
政
策
研
究

所
下
水
道
研
究
部
長
（
瑞
宝

小
綬
章
）
、
小
滝
一
彦
太
善

工
業
㈱
工
務
部
部
長
（
瑞
宝

単
光
章
）
ら
が
出
席
。
勲
状

は
佐
々
木
紀
国
土
交
通
副
大

臣
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

佐
々
木
副
大
臣
は
「
皆
さ

ま
は
各
分
野
で
輝
か
し
い
業

績
を
上
げ
ら
れ
た
方
々
だ
。

深
く
敬
意
を
表
し
、
心
よ
り

感
謝
す
る
。

わ
が
国
は
多

発
化
・
激
甚

化
す
る
自
然

災
害
へ
の
対

応
や
少
子
高

齢
化
に
よ
る

人
手
不
足
の

解
消
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課

題
に
直
面
し

て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
当
省
は
国
民
の

安
全
・
安
心
の
た
め
イ
ン
フ

ラ
設
備
の
老
朽
化
対
策
、
国

土
強
靭
化
・
防
災
・
減
災
対

策
、
持
続
的
な
経
済
成
長
に

向
け
た
戦
略
的
社
会
資
本
整

備
・
デ
ジ
タ
ル
化
、
地
域
の

担
い
手
確
保
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
皆
さ
ま
に
は
引

き
続
き
課
題
解
決
へ
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
金

子
恭
之
国
交
相
の
祝
辞
を
代

読
し
、
一
層
の
協
力
を
要
請

し
た
。

国
土
交
通
省
は
１１
月
１２
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
２
号
館
会
議
室
で
第
５
回
「
建
設
分
野
の
外
国

人
材
育
成
・
確
保
あ
り
方
検
討
会
」
（
委
員
長
・
蟹
沢
宏
剛
芝
浦
工
業
大
学
建
築
学
部
教
授
）
を
開
催
し
た
。
建

設
分
野
に
お
け
る
人
手
不
足
解
消
へ
外
国
人
材
の
中
長
期
的
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
や
外
国
人
共
生
の
取
り
組
み
、

報
告
書
案
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
。
特
に
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
に
よ
る
外
国
人

技
能
者
の
就
業
履
歴
蓄
積
や
キ
ャ
リ
ア
育
成
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

改
正
入
管
法
な
ど
が
昨
年

６
月
に
成
立
し
、
技
能
実
習

制
度
に
代
わ
っ
て
育
成
就
労

制
度
が
令
和
９
年
度
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

建
設
分
野
で
も
特
定
技
能
制

度
と
連
携
を
図
り
つ
つ
外
国

人
材
が
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ

ア
を
形
成
で
き
る
環
境
整
備

が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
特
定
技

能
制
度
で
は
業

務
が
①
土
木
②

建
築
③
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
・
設
備

―
―
に
区
分
さ

れ
、
在
留
資
格

は
指
導
者
の
指

示
・
監
督
下
で

作
業
に
従
事
す

る
１
号
、
技
能

者
を
指
導
し
工
程
を
管
理
す

る
２
号
と
な
っ
て
い
る
。

当
日
は
楠
田
幹
人
不
動
産

・
建
設
経
済
局
長
が
冒
頭
あ

い
さ
つ
に
立
ち
「
外
国
人
材

に
つ
い
て
は
高
市
内
閣
の
方

針
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
動

き
が
あ
り
、
共
生
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議
も
開
催
さ
れ

た
。
来
年
１
月
を
め
ど
に
方

向
性
が
示
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
当
検
討
会
で
も
報
告
書

を
と
り
ま
と
め
て
い
た
だ

き
、
着
実
に
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

報
告
書
案
は
①
外
国
人
技

能
者
②
外
国
人
技
術
者
③
建

設
分
野
の
外
国
人
共
生
の
取

り
組
み
―
―
な
ど
で
構
成
。

具
体
的
に
は
育
成
就
労
制
度

の
施
行
に
伴
う
分
野
別
運
用

方
針
の
骨
子
を
示
す
と
と
も

に
、
建
設
分
野
の
担
い
手
不

足
を
特
定
技
能
制
度
や
育
成

就
労
制
度
に
基
づ
く
外
国
人

の
受
け
入
れ
で
補
い
、
在
籍

型
出
向
や
処
遇
・
受
け
入
れ

枠
な
ど
の
検
討
が
必
要
だ
と

提
起
し
た
。

中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

就
業
履
歴
蓄
積
や
キ
ャ
リ
ア

育
成
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
推

進
し
、
来
日
１
〜
３
年
目
の

育
成
、
４
〜
８
年
目
の
特
定

技
能
１
号
、
９
年
目
以
降
の

同
２
号
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で

実
施
す
べ
き
支
援
策
を
例
示

し
た
。

落
合
智
貴
東
管
機
商
理
事
長

４
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
掲
載

外国人技能者共生へ外国人技能者共生へ

国交省検討会が活発に意見交換

楠田局長

東京プリンスホテルに参集

佐々木副大臣
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